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「イワナのつかみから感じたこと」 

利賀での宿泊学習の中で行った「イワナのつか

み」。イワナの命について考えてみました。 

 

 
 
 
     

イワナは、私たちと同じ命を

もっています。「私たちはその命

を一つ殺して食べているんだ」

と思うと少し残酷な気持ちにな

りました。でも、私たちは命を

食べないと生きていけません。

「たくさんの命が失われて私た

ちがいるんだ」と思い、命を食

べるときは、感謝をしなくては

いけないなと思いました。 

 人間と姿形は違うけど、体の

仕組みも違うけど、住んでいる

ところも違うけど、みんな同じ

大事な命をもっているんだな

と思いました。やっぱりイワナ

も死にたくないだろうな。 

イワナのおなかを切るとき、「私たち

は命をいただいているんだ」という思

いをもちました。命は、みんな一つし

かない大切なもの。私は、いつも食べ

物を残してしまいします。これからは

命のことを考えて食べたいです。 

 イワナをとるときに、イワナはすばやく泳いだり

ジタバタしたりしたから、イワナは死にたくなかっ

たのではないかなと思いました。生き物は、みんな

生きるために必死なんだと思いました。 

 ぼくは、イワナをさばい

て内臓を取り出してそれ

を見たとき、ちょっと気持

ち悪いと思ったけど、体の

中にはこういう物が入っ

ているんだ、体の中に入っ

ている物全部が命なんだ

と感じました。 


